『学生による学生のためのTRIZホームページ』
～ 身近な問題解決で学ぶTRIZ/USITの理解 ～

○肥田真幸、下田 翼、林 尚也、大森瑞生、中川  徹 (大阪学院大学情報学部)

概要:            

情報学部の中川ゼミでの卒業研究の成果をまとめて、「学生による」「学生のための」『TRIZホームページ』を作成して公開した。ゼミでは、いろいろな事例を通じてTRIZ/USITの共同演習をし、卒業研究では、「裁縫で短くなった糸を止める方法」、「書店で万引きを防止する方法」、「電車の乗り降りを快適にする方法」など、身近な問題で、TRIZ/USITを使った問題解決をし、創造的な解決策を創り出すことを経験した。これらのゼミおよび卒業研究でのやり方や内容をまとめて記述している。ホームページの記述では、学部学生として、「ありのまま」に、どのように学び、何をつかみとったと思っているかを表現している。それが、TRIZ/USITを学んだ学生から、これから学ぼうとする学生への、素直なメッセージになると考えたからである。

著者プロフィル:  肥田真幸: 大阪学院大学情報学部情報学科 2006年3月卒業。現在、和歌山県立日高高校非常勤教諭、大阪学院大学情報学部研究生。中川徹ゼミで創造的問題解決の方法論を学んだ。

説明: 　 私たちのゼミナールと卒業研究での成果を、『TRIZ学生ホームページ』と言う形で作成した。

  私が今までに見てきた資料の多くは、技術者向けのものばかりであり、私自身の経験からも、TRIZの読み物は難しく、とっつきにくいという印象を受けるのは避けられないと思う。その印象によって、学習・習得しがたいものと感じてしまうこともあり、ビギナーや知識のないものには、TRIZが「どのような分野のものなのか」という方向性ですら、つかめないこともあると感じるほどである。しかし、私や他の学生が、ゼミナール、卒業研究を通して得たTRIZの印象や方向性は、「思っていたものより、もっとよいもの」という印象であり、「研究者や企業の開発者だけの技法・思考法ではない」と感じるものであった。そこで、もっととっつきやすくTRIZを紹介するために、私たち学生が、他のみんなの学生に分かってもらえるような、TRIZのホームページを作成しようと考えた。

『TRIZ学生ホームページ』を作成するにあたって、「新しいもの」として何を作れるかについて、頭を悩ませた。そして、私たちが「学生として、今だから残せるもの」をきちんと表現しようと考えた。「TRIZを実践的に学んできた経験」と、私たちそれぞれが何を思い、また、何を得てきたのかを書くことで、「学生がTRIZに対して持つ興味や関心」などをありのままに表現することにした。特にホームページの最初の部分で、「ゼミでの実践的学習の経験から私たち自身が何を学んだのか」、「私たち自身がTRIZの何に惹かれているのか」、について座談した内容を記録し、そのまとめとして「TRIZ のおもしろさ」について記述した。(卒業を直前にした) 私たち学生にとってのTRIZの一番の関心点であったのは、TRIZでの思考の方法であり、それが自分の「ライフスタイル」へ取り込めるという魅力であった。

これらの記事が、「これからTRIZに触れ始める学生」、「学びはじめる学生」に、より一層の興味を引き起し、TRIZの持つ「素晴らしさ」や「可能性」 (＝魅力) をもっと知ってもらいたいと思う。また、魅力のある「TRIZ入門」として、学習・習得に役立つとよいと思う。さらに、「学生の目」からTRIZを見ることと、それを「ありのまま」で公表することで、技法やその専門的な方法にとらわれない、広く一般的にも使われる、新しいTRIZの可能性の一面が見えてくるだろうと思う。

